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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、表皮および粘膜の未熟な樹状細胞であるランゲルハンス細胞でのみ発現する。ランゲルハンス細胞の細胞質内に存在し、重なり合ったジッパー状の膜からなる細胞小器官であるビルベック顆粒に局在する。マンノース結合特異性を持つC型レクチンであり、このタンパク質によるマンノース結合が抗原をビルベック顆粒に取り込み、非古典的な抗原処理経路へのアクセスを可能にすると考えられている。この遺伝子の変異は、ビルベック顆粒の欠損または糖結合活性の喪失をもたらす。[RefSeq提供、2010年8月]、機能：マンノース結合特異性を示すカルシウム依存性レクチン、ビルベック顆粒（BG）の形成を誘導する。膜の重ね合わせとジッパー形成の強力な調節因子です。,オンライン情報:ランゲリン,類似性:1つのC型レクチンドメインを含みます。,細胞内局在:重ね合わせた膜とジッパー膜からなる細胞小器官であるバーベック顆粒（BG）に存在します。,組織特異性:ランゲルハンス細胞でのみ発現します。,
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	CD207 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	CD207ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

